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　1970年代に入ってから，気候変動に関心が払われるよ

うになり，特に人間活動がどのように気候に影響する

か，世界の多くの学者の注目するところとなった．その

発端ともいうべき会議が，1971年6月に，ストックホル

ムで開催され，ここで紹介するのと同じ標題の“Study

of　Man’s　Impact　on　Climate（SMIC）”である．その

席上，いろいろの問題が討議されたが，会議の内容は，

人間活動による気候へのインパクトに関して，初めてそ

の問題点を提起したと言えるものであった．その後，

SST（成層圏飛行）によるオゾンの問題を除けば，現在

もなおそのまま，多くの課題が討論の対象となっている

と言えよう．

　さて，ここで紹介する本は，西ドイツのベルリンにお

けるUBA（環境庁）で，1978年6月に開催された会議

における論文集である．会議のスポンサー一はUBAで，

一応国際会議と銘を打っているが乳参加者の多くは西ド

イツの学者であり，オーストリヤとアメリカから数人参

加しているに過ぎない．また参加者は，各分野にわたっ

ているが，特に化学者による研究発表の多いのが特徴と

も言えよう．

　この会議に提出された論文は，全部で23篇で，“前書

き”と“会議の結論と勧告”に続いて，三つの部門に分

けて掲載されている．第1部では，“気候の歴史，気候

の理論とそのモデル化”という標題で，論文は9篇であ

る．Flohnの過去の歴史的な気候変化から推測した地球

温暖化説など古代気候に関連したもの，Wetheraldと

Manabeによる炭酸ガスの気候への影響，Woodsや

Roetherの海洋と大気循環のモデル化，さらに炭酸ガス

と海洋との問題点の提言がある．またFraedrichが，非

常に単純化された地球の放射平衡のモデルを用い，ヵタ

スト・フィの理論を応用して，間氷期，氷河期，砂漢化

を論じている．

　第2部はこの会議の主眼とも思われる“人間活動によ

るインパクトの機構”という標題で，10篇の論文からな
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っている．その中で，炭素や窒素のサイクルが論じら

れ，いろいろのモデルを用いて，硫黄化合物，エア・ゾ

ール，さらに熱放出による気候への影響が述べられてい

る．Zimenによると，化石燃料だけでなく，陸上にお

ける植生の変化で，炭酸ガスが気候に大ぎな影響を与え

ているとし，Hampickcは，地球上における炭素サィク

ルは，むしろ不平衡にあると推定している。Georgiiは，

主としてヨー・ッパを中心とした観測資料を用いて，硫

黄のサイクルや高度分布を論じ，気候への影響について

言及している．Hahnによると，窒素化合物による昇温

が，将来炭酸ガスによるものの50％くらいになる可能性

があるという．またPemerは，大気中におけるCFM

（ク・・フルオ・メタン）の増加が，たといSSTの影

響がなくても，成層圏におけるオゾソの破壊を招くと指

摘している．これらの各要素の気候への影響について

は，いずれも極めて不確実な点が多いが，その発生源と

しては，都市の工業化など人間活動の増大によるものが

主であるという点で，多くの意見が一致している．

　第3部では“将来の気候予測”を標題として，論文は

4篇である．主として炭酸ガスによる昇温の予測をして

おり，現状で推移すれば，来世紀には炭酸ガスによる気

候への影響が増大することは疑いあるまい・Kello99は，

炭酸ガスによる地球温暖化を強調し，施政者によるその

対策の必要性を述べているが，相変らず地球温暖化一辺

倒なのが気にかかる．

　元来，この会議の目的は，そのスポンサーや参加者か

らみると，科学面からみた人間活動の気候への影響を確

認して，施政者に何らかの勧告をしたい意向であったよ

うに思われる．しかし実際には，討論の内容に不確な点

が多く，この報告の中で，会議の内容を意見一致と不一

致の分野に分けて，一応のまとめをしている．またこの

報告の中で，研究はもとより，その基礎となるべき観測

や資料の収集に，国際的な協力の必要性が強調されてお

り，WCP（世界気候計画）に大きな望みを托し，結論

としている．

　周知のように，その後1979年2月ジュネーブにおい

てWCC（世界気候会議）が開催され，昨年の本誌12月

号にその詳細な報告が掲載されており，いうならばここ

で紹介した会議は，WCCのミニチュア会議とも言える

であろう．　　　　　　　　　　　　　（和田英夫）
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